
廃棄物ゼロの
未来



世界銀行によると、全世界で毎年20億トンの廃
棄物が発生しています。 冷蔵庫の中の賞味期
限切れの食品、クローゼットの中の着ていない
服、ゴミ箱 の中のリサイクルできないパッケー
ジなど、消費者 は日々廃棄物と向き合っていま
す。 ブランドや小売 業者、メーカーもこの問
題に直面しています。サプ ライチェーン全体
では、在庫ロスや非効率性により 廃棄物が発生
し、過剰生産や誤った見積もりから発生してし
まった不要な在庫を処分しています。

現代の生活は、このように途方もない量の廃棄
物を量産しています。大量消費や使い捨て文化
利便性の追求により、自分のショッピング習慣
がもたらす破壊的な状況について考える人は少
なくなってい ます。 例えば、4,000人の女性を
対象にした調査では、平均40個の化粧品を所有
しているものの、5個しか使っておらず、87％が
無駄になっていることがわかりました。

新型コロナウイルスの流行によって小売業のオ
ンライン化が長期的な傾向となっているため、
廃棄物はさらに増加するでしょう。
EPAによると、アメリカにおける埋立廃棄物の
28％を容器と包装が占めており、2020年12月に
は、アメリカでクリスマス用に出荷されたパッ
ケージの数は推定30億個で、前年よりも8億個増
えています。

世界の廃棄物の量があまりにも多いことから、
政府、企業、消費者は、何も考えずに自由に物
を捨て続けることはできないと認識し、危機感
を募らせています。実際、新型コロナウイルス
の流行下において、無駄を省くことが命綱とな
りました。世界的なPPE (Personal Protective 
Equipment、個人用保護具)の不足に直面した病
院では、在庫管理を合理化し、通常は廃棄され
る未使用アイテムを再利用しています。

世界では、循環型経済の構築に焦点をあてた新
しいトレンドが生まれています。そこでは、無
駄なものは何もなく、すべてのものがリサイク
ルとリユースの無限ループににフィードバック
されます。循環型社会では、すでに循環してい
る資源に価値を見出し、廃棄物に対する認識を
改める必要があります。「廃棄物とは何でしょ
うか？価値をどこに見出しますか？」と語るの
は、Avery Dennison SmartracのManager of 
Global Sustainability、Tyler Chaffoです。

世界は　　
廃棄物で

溢れています。

廃棄物ゼロの未来を築くためには、廃棄物の経
済性を再考し、廃棄物を減らし、また最初から
廃棄物を出さない徹底したソリューションを生
み出すため、問題を多角的に解決する必要があ
ります。素材が革新的に改善され、製品やパッ
ケージのリサイクル性が向上することで、再循
環ループ内に長く留まることができるようにな
っています。技術とデジタルIDの革新により、
サプライチェーンはかつてないほど可視化さ
れ、より効率的な在庫管理を実現し、企業は必
要のない無駄を省くことができるようになりま
す。「特効薬はありません」とChaffoは話しま
す。「多くのソリューションが、調和して機能
することで、良い結果をもたらします」

本レポートでは、以下の原動力、傾向、未来の
観点から、これらのソリューションについて検
討します。これらのソリューションを組み合わ
せることで、廃棄物が軽減されるだけでなく、
廃棄物を出さない世界を目指して、廃棄物ゼロ
の未来を実現する方法を描くことができます。
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サステナブルという発想の定着、消費とプラスチ
ック廃棄物に関する議論、新たな法律の制定、廃
棄物を出さないことがビジネスにつながると考え
るブランド業者や小売業者の認識など、あらゆる
角度から廃棄物ゼロの未来を推進しています。 

原動力
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サステナブルな考え方

削減か質の向上か？

消費者がサステナブルな行動を求めていること
に加え、ブランドや小売業者の間で廃棄物削減
が具 体的な価値をもたらすことが認識されてい
ることから、新しい循環型システムが推進され
ています。 
 
気候変動の現実が明らかになるにつれ、サステ
ナ ビリティに対する消費者の意識は、この10年
間で 大きく変化しました。洪水、山火事、ハリ
ケーン、猛 暑などの定期的な異常気象により、
気候変動は多 くの人にとって身近な問題となっ
ています。 実際に、Pew Research Centreがヨ
ーロッパ、アジア、北米の20カ国を対象に行っ
た調査では、70%の人が自分の住んでいる場所
で気候変動を経験してい ると回答しています。 
2015年以降、「気候変動は非常に深刻な問題で
ある」と考える人が6ポイント以上増加していま
す。例えば、アメリカでは45%から53%に、日
本では45%から70%に上昇しました。

大量消費社会における廃棄物の処理方法に関
して、議論が白熱しています。「削減、再利
用、再循環」を用いた廃棄物の削減に重点を
置くべきでしょうか？それとも、最初から循
環型経済に適した新しいシステムや素材、製
品を生み出すことに目を向けるべきでしょう
か？

Atelier Lumaの学芸員であり芸術監督のJan 
Boelenは、物をたくさん作り続けながら、リ
サイクルを期待しているだけでは答えは出な
いと考えています。「システムを変える必要
があります」とBoelenは話します。「調達す
る素材の種類、製造方法、使用目的を変える
べきです」廃棄物ゼロの未来では、藻類など
の再生可能な資源から新しい素材を生み出す
ことに投資する必要がある、とBoelenは考え
ています。そのため、より良い循環型の材料
を作ることが、主要企業の関心事となってい
ます。例えば、H&Mは、繊維のリサイクル企
業であるRenewcellと5年に及ぶ契約を結びま
した。Renewcellは、使用できない繊維くずか
ら作られた素材Circuloseを開発しました。

また、廃棄物を出さないようにするには、最
初から廃棄物を少なくすればいい、という
考え方もあります。例えば、アパレル業界で
は、需要に応じて商品を作る「プレオーダー
モデル」に傾倒している企業もあります。「
需要を予測するのは難しいので、［プレオー
ダーモデル］は潜在的な無駄を省くことがで
きます」とスコットランドのニットウェアブ
ランドHADESの創設者であるCassie Holland
は話します。同社では、プレオーダー製品と
既製品の両方を提供しています。

また、デジタルID技術を活用することで、在
庫をより効率的に管理し、始めから廃棄物を
特定して削減しようとする企業もあります。
つまり、食品業界において、需要の可視性に
基づいて生産量を減らすことを意味します。
化粧品業界では、商品が店頭に並ぶ前に使用
期限切れで廃棄されたり、非公式・無認可の
販売ルート(グレーマーケット)に出回ってしま
い、適切に処理されないという状況が頻繁に
発生しています。デジタルIDにより製品を追
跡するシステムが実現し、在庫精度が向上さ
れることで廃棄物が削減されます。

また、新型コロナウイルスの流行により、サス
テナブルな行動の必要性が高まりました。コン
サルティング会社のKearneyは、新型コロナウ
イルスの流行の影響で消費者の半数近くが環境
への関心を高めていることを明らかにしまし
た。さらに78%の人が、企業は「環境面での成
果を向上させる意思決 定」を支援すべきだと
考えています。 企業にとってこのような需要
に対応することは、経済的にもプラスになるこ
とがわかっています。サステナブルな考え方を
取り入れている企業は、顧客を満足させられる
だけでなく、廃棄物の削減に具体的な価値を見
出しています。例えば、ヨーグルトブランドの
Stonyfield Organicsは、カーボンフットプリ
ントを削減するために、廃棄物を資源に変えま
した。販売できないパッケージ済みのヨー グ
ルトは、「脱パッケージ化」を施された後、廃
水処理ダイジェスターに送られてエネルギーを
生み出し、またダンボールなどの素材はリサ
イクルされて再販されます。「 私たちが作る
ヨーグルトは、消費者が食べても食べなくて
も、カーボンフットプリン トはどれも同じで
す」とStonyfieldのDirector of Sustainability 
InnovationであるLisa Drakeは述べています。
「 最後の最後で製品が廃棄物にな ってしまった
ら、それを証明するものは何も残りません。」

Emily Sear, Protest Gear for Adapt. 撮影、Henry Dean

サステナブルな素材を提供するRenewcellは、バージンコットン、石油生
産、木の伐採への依存度を減らした新しいエコフレンドリーなファブリ
ックであるCirculoseを開発しました。
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プラスチックに関する議論
廃棄物の中で、プラスチック以上に問題になる
ものはありません。消費者の視点から見ると、
プラスチックのパッケージは、人類が地球に与
えている影響を目に見える形で表現しており、
海洋生物の間を漂うプラスチック破片のイメー
ジが思い浮かびます。消費者がプラスチックの
使用を抑えたいと考えていることが一部の調査
でも明らかになっています。YouGovの調査に
よると、英国の消費者の10人に8人がプラスチ
ックの廃棄物を減らそうとしており、Boston 
Consulting Groupの調査によると、消費者の
74%がサステナブルなパッケージに対してより
多くの対価を払うこともいとわないことがわか
っています。

しかし、消費者の認識と素材としてのプラスチ
ックの現実は必ずしも一致していません。そも
そもプラスチックは、軽量で、漏出や食品の腐
敗を防ぐために採用されたものです。プラスチ
ックの生産はCO2ガスを排出しますが、一方で食
品包装の役割を果たす素材でもあり、食品の廃
棄を抑えることで、CO2排出量の削減にも貢献し
ています。実際、Tescoが行ったパッケージのテ
ストでは、パッケージを変更することでマッシ
ュルームの賞味期限を延ばし、年間460トンの廃
棄物を削減できることがわかりました。

また、プラスチックには元来、リサイクル性と
いう価値があります。「サステナブルな素材を
どのように定義するかによって変わります」
と、Avery DennisonのProduct Manager Films
であるMariya Nedelchevaは話しています。 
「プラスチックは、リサイクルされなければサ
ステナブルではないと考えられます。しかし、
プラスチック、ガラス、紙のライフサイクル分
析を見ると、後者2つは環境に悪影響を与えてい
ます。ガラスの製造とリサイクルには、より多
くのエネルギーが必要となり、紙は森林破壊に
つながり、プラスチックよりもリサイクルでき
る回数が少ないためです」

また、経済の中でプラスチックが圧倒的に多く
出回っていることから考えても、これらを排除
するのではなく、有効活用した方が良いという
意見もあります。「プラスチック自体は優れ
た素材です。軽くて、丈夫です。ペットボト
ルがあれば、100年間保管した後でも、再利用
し続けることができます」とEllen MacArthur 
FoundationのCEOであるAndrew Morletは話し
ます。「現在、システム内には膨大な量の石油
化学由来のプラスチックが存在しています。 
私たちは、いかにしてそれを経済圏内にとど
め、自然のシステムから排除するかに焦点を当
てる必要があります」

「プラスチック自体は優れた素材です。軽くて、丈夫で
す。ペットボトルがあれば、100年間保管した後でも、再
利用し続けることができます」 
Ellen MacArthur Foundation、CEO、Andrew Morlet

デザイナーのMax Lambは、インドネシアのライフスタイルグループ「Potato Head」のために、833本のペットボトルを使った学習用椅子を制作しました。
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https://www.theguardian.com/environment/2019/apr/19/half-of-uk-consumers-willing-to-pay-more-to-avoid-plastic-packaging-survey-shows
https://www.recycling-magazine.com/2020/04/23/31232/


相次ぐ法律の制定
世界銀行は、このままでは2050年までに世界の
廃棄物量が70%増加すると予測しており、各国
政府は廃棄物ゼロの産業を目指して法律の制定
を進めています。

消費者が使い捨て容器に保証金を支払い、返却
時に返金されるデポジットリターン制度など、
政府による長年のプログラムは目覚ましい成功
を収めています。例えば、The Guardianによる
と、ノルウェーでは、ペットボトルの97%は返
却されており、環境に残るのはわずか1%だそう
です。この制度によって、政府は消費者にリサ
イクルのインセンティブを与える一方で、企業
に廃棄物の排出に対する責任を負わせるように
しています。この20年間、カナダやヨーロッパ
などでは、廃棄物による環境への影響を最小限
に抑えるために、ブランドオーナーやメーカー
に消費者使用後の処分を含む製品のライフサイ
クル全体に責任を持つことを求める拡大生産者
責任(Extended Producer Responsibility：EPR)
の政策が普及してきました。

EUは現在、廃棄物対策の世界的リーダーとみな
されており、欧州グリーンディール構想を通じ
て、2050年までに気候変動を抑える循環型経済
を目指しています。EUは、廃棄物枠組み指令や
包装廃棄物指令の改正、使い捨てプラスチック
の削減指令、循環型経済行動計画、新たな化学
物質戦略などに取り組んでいますが、これらは
すべて、リサイクルを促進し、有害廃棄物を最
小限に抑え、加盟国全体のサステナビリティの
基準を打ち立てるための共同の取り組みです。

先行しているのはフランスで、同政府は2020年
2月に世界初の「廃棄物対策法」を制定しまし
た。この法律は、企業の生産方法や消費者の行
動を変え、循環型経済を促進することを目的と
しており、100以上の新しい施策が盛り込まれて
います。最も重要な施策としては、製品の環境
に対する特性をパッケージに記載することや、
企業に対し、食品や衣料品などの売れ残り品の
廃棄を禁止する施策などが挙げられます。英国
では、2022年に「プラスチック包装税」が施行
され、再生プラスチックを30%以上使用してい
ないプラスチック包装には、1トンあたり200ポ
ンドの課税が行われます。

世界有数の廃棄物排出国である中国や米国で
も、カリフォルニア州のMandatory Recycled 
Content (リサイクル素材の義務化)法案や、中国
の近年の使い捨てプラスチックの規制で、2022
年までに全国的にレジ袋の使用を禁止し、レス
トランでの使い捨てプラスチック製品を30%削
減するなど、廃棄物対策のための暫定的な法律
を施行しています。いずれも、ブランドの習慣
を変える法律の制定の推進力が、未だに衰えて
いないことを示しています。

実際、中国が2018年に混合プラスチックを含む
特定の種類の廃棄物の輸入禁止を決定したこと
で、米国は自国の廃棄物を精査する必要に迫ら
れています。2020年2月には、EPRと国のデポジ
ットリターン制度を義務付けるBreak Free From 
Plastic Pollution Act (プラスチック汚染からの
脱却法)が議会に提出され、米国が廃棄物管理の
リーダーになる可能性が出てきました。

企業にとっては、国際的な組織であるGlobal 
Reporting Initiative (GRI)によって2020年から
導入された「廃棄物スタンダード」が、廃棄物
の発生状況を新たに把握するための手段となり
ます。環境だけでなく、社会や経済への影響を
考慮し、企業がバリューチェーン全体における
廃棄物を報告する方法を拡大します。

こうした変化はすべて、社会からの圧力に対
応したものです。「消費者は変化を求めてお
り、それが公共政策の決定を促しています」と
Nedelchevaは話します。「法制化は、サステナ
ブルではない選択にかかるコストを高く設定す
ることで、サステナブルな選択を促します。市
場を動かすには、1つや2つのブランドが変化を
起こすだけでは不十分で、法律や優れたリサイ
クルインフラが必要です」

Noud Sleumer著「The Transboundary Loophole (国境を越えた抜け穴)」では、衛星画像を使い、独立した電子廃棄物サイトであるOpenAtlasを作成。グローバルな市場とその地域的な影響を明らかにしています。
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https://sensoneo.com/sensoneo-global-waste-index-2019/
https://www.theguardian.com/environment/2018/jul/12/can-norway-help-us-solve-the-plastic-crisis-one-bottle-at-a-time


廃棄物に対する従来の「リデュース、リユース、リサイ
クル」のアプローチは、革新的なビジネスによって、廃
棄物の捉え方を変え、廃棄物の埋め立てを回避、または
完全になくすことで、一新されつつあります。

トレンド
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価値ある廃棄物
廃棄物は、誰も欲しがらない、使えない、捨て
るものと考えられています。しかし、廃棄物は
無用なものではなく、資源として活用できるも
のであると考えるべきです。例えば、廃棄され
た電子機器の中には、貴重な鉱物が埋まってい
ます。研究者たちは、地中で天然鉱石を見つけ
るよりも、埋立地内の方がたくさんの金、パラ
ジウム、銀を発掘できることに気付きました。

プラスチック廃棄物にも同様のチャンスがあり
ます。世界には、既存のインフラではリサイク
ルしきれないほどのプラスチックが存在してい
ます。「欧州連合が掲げる2050年のリサイク
ルに関する目標は意欲的なものです」とAvery 
DennisonのSustainability Project Leaderであ
るFlor Peña Herronは述べています。「リサイク
ル業者がこれらの目標を達成するためには、素
材を収集して仕分けするためのインフラの整備
が現状不十分です」スペインのアパレルブラン
ドEcoalfは、プラスチック廃棄物を素材として
捉えています。同ブランドは、世界中の漁師と
連携しており、彼らはトロール漁の際にプラス
チックの回収も同時に行っています。海洋プラ
スチック廃棄物は、新しいポリマー糸に加工さ
れ、Ecoalfの衣料品に使用されます。「廃棄物
は廃棄してこそ廃棄物となります」と、Ecoalf
の創設者であるJavier Goyenacheは話します。
「廃棄物やゴミを不要なものと考えることはで
きません」

アパレル業界では、生産時に推定15〜20%の
ファブリックが廃棄されますが、裁断室でカッ
トされた分をリサイクルすることで、サプライ
チェーンに廃棄物を再導入させることができま
す。Avery DennisonのAlbert Yarnは、ラベル製
造時に発生する織機の廃棄物から製造されてお
り、GRS (Global Recycled Standard)認証を取
得することができます。集められた廃棄物は、
ポリエステル100%のファブリックに再生され、
新たなラベルの原料となります。またそれらの
ファブリックは一つの工場で生産されているた
め、トレーサビリティが確保されます。

繊維以外では、食品もまた、循環型システムを
構築するための最大の機会の一つです。FAOに
よると、世界で生産される食品の30%が廃棄さ
れていると言われています。醸造業界で使用さ
れる使用済みの穀物、つまりマッシング段階の
後に残る固形のモルトは、廃棄物が新しい製品
として再構築される例の一つです。ニュージー
ランドでは、Upcycled Grain Projectが使用済

みの穀物を使ってクラッカーやスナックバー、
エネルギーボールを作っています。日本のビー
ル会社であるRise & Win Brewing Coは、地元
の農家から廃棄された柚子の皮を使ってビール
の味付けをし、代わりに使用済みの穀物を堆肥
として提供しています。アップサイクル製品の
透明性を高めるためのUpcycled Certification 
Standard (アップサイクル認証基準)により、ブ
ランドはリサイクル素材の調達元をはっきりと
示すよう求められています。

柑橘類の廃棄物は、製紙会社のFaviniがAvery 
Dennisonと共同で開発したフェイスストックの
Fasson rCrush Citrusのベースにもなっていま
す。柑橘類のジュース製造では、果実の60%が
廃棄されます。サステナブルなCrush紙は、この
廃棄物を利用して、柑橘類パルプ15%と使用済
み廃棄物40%を使用したフェイスストックを作
り、Avery Dennisonの接着剤と組み合わせるこ
とで、ラベルの耐久性とリサイクル性を確保し
ています。

rCrush Citrus

柑橘類の廃棄物は、製紙会社のFavini
がAvery Dennisonと共同で開発した
Fasson rCrush Citrusのベースとなりま
した。柑橘類のジュース製造では、果実
の60%が廃棄されます。サステナブルな
Crush紙は、この廃棄物を利用して、柑
橘類パルプ15%と使用済み廃棄物40%
で構成されたフェイスストックを作って
います。

Fasson® rCrush Citrus FSC® by Avery Dennison

廃棄物ゼロの未来Avery Dennison x The Future Laboratory 7トレンド

https://edgexpo.com/fashion-industry-waste-statistics/
https://datatopics.worldbank.org/what-a-waste/global_food_loss_and_waste.html


CupClub

CupClubは、再利用可能なコーヒーカッ
プ用の革新的なリターナブルのパッケー
ジサービスです。これにデジタルID技術
を統合することで、サプライチェーンの
完全なトレーサビリティを提供します。
追跡可能な製品と内蔵されたロイヤルテ
ィスキームによって、小売業者は使い捨
てプラスチックパッケージを削減する
ことができます。また、CupClubの製品
は、一般的なライフサイクルにおいて、
使い捨てカップと比較してカーボンフッ
トプリントを半分にします。 

リターナブルの輪

エコデザインの定着

長い間、リサイクルといえば、ペットボトルや
紙の箱を特定のゴミ箱に捨てることだと思われ
てきましたが、現在では、ブランドはリサイク
ルの対象を拡大し、リサイクル性を魅力の一部
とするリターンシステムや斬新な製品を生み出
しています。

Better Shoe Foundationによると、一般的に消
費者の靴がリサイクルされる割合は5%未満で
す。しかし、100%の生分解性、リサイクル可
能、アップサイクル可能な素材で作られた靴を
提供するスタートアップ企業Thousand Fellは、
この状況の変革を目指しています。このブラン
ドでは、顧客が履き古した靴を返送すると、次
回購入時に使用できる20ドルのクレジットがも
らえるというサービスを行っています。古くな
った靴は分解されてリサイクル原料となり、フ
ァッションのサプライチェーンに再投入されま
す。薬局とパーソナルケアのチェーン店Boots
も、化粧品のリサイクルスキームを通じて、リ
サイクルを奨励しています。このスキームで
は、顧客は化粧品製品の空容器を返却する代わ
りに、ポイントを受け取ることができます。こ
のスキームでは、最初の2ヶ月間で1トンのプラ
スチックと10万個以上の製品がリサイクルされ
ました。

スイスのランニングブランドOnの最新サブスク
リプションサービスCyclonは、サービスとして
のリサイクル性の未来を示唆しています。顧客は
それぞれ月額料金を支払い、リサイクル可能なバ
イオポリマーで作られたCyclonのランニングシ
ューズを使用します。サブスクリプションの一部
として、履き古した靴を返品して新しい靴を購入
することができ、古い靴はリサイクルされます。

デジタルID技術によって、このようなリターナ
ブルループが実現し、ブランドや小売業者が製
品を追跡し、循環システム内に留めることを可
能にしています。例えば、CupClubは、大手コ
ーヒーチェーン店と協力して、リターナブル、
リユース、リサイクル可能なポリプロピレン製
のコーヒーカップを提供しています。CupClub
は、このリユースカップを使い捨てと同じレベ
ルで便利に使えるよう、街中に回収ボックス
を設置したいと考えています。このカップに
はRFIDが取り付けられているため、小売業者
から消費者へ、そして戻ってくるまでの過程
をトラッキングすることができます。結果とし
て、CupClubのサービスは使い捨てカップの半
分のCO2しか排出しません。 

また、Unileverは、ヨーロッパでの最新のリフ
ィル試験の成功をモニタリングするためにテク
ノロジーを活用しています。お客様は、ラベル
にQRコードが印刷され、詰め替え可能なアルミ
ボトルに入ったシャンプーやシャワージェルな
どのパーソナルケア製品を購入することで、最
初の購入からその後の詰め替えまで、ライフサ
イクルを通した完全なトレーサビリティを確保
することができます。 

廃棄物を減らすための重要な方法の一つは、コ
ンセプト開発の初期段階で廃棄物が削減される
ように設計することです。「設計段階での決定
事項の80%が、最終的に製品のサステナブル
度合いを決定します」と、Avery Dennisonの
Marketing Manager FilmsであるRob Groen in ‘t 
Woutは話します。世界経済フォーラム(WEF)の
報告書「Net Zero Challenge」では、企業がサ
プライチェーンの排出量に取り組むためには、
製品やバリューチェーンをサステナブルなもの
に再設計することが重要であると指摘していま
す。実際、環境配慮を後回しにするのではな
く、提案の中核に据えるため、すでに製品にエ
コデザインの原則を最初から組み込んでいるブ
ランドもあります。

エコデザインとは、製品が使用されている素材
の観点だけでなく、全体的なサステナビリティ
の観点から設計されていることを保証する、
包括的な信念体系です。「環境への影響だけ
ではありません。社会的影響や経済的な影響も
あります」とPeña Herronは話します。そのた
め、Avery Dennisonは、製品のライフサイクル
全体と既存のリサイクルインフラを考慮して、
ブランドがサステナブルなパッケージをデザイ
ンするためのエコデザインガイドラインを導入
しています。サステナビリティの最初のパラメ
ータは、必要がなければ作らないということで
あり、すべては教育に関連しています」とPeña 
Herronは付け加えます

設計段階における決定事項の80%が、最終的な製
品のサステナブル度合いを決定します。
“

”Avery Dennison、Marketing Manager Films、RobGroen in ‘t Wout

Patagoniaもまた、エコデザインをリードするブ
ランドです。Patagoniaは、Rodale Instituteと
オーガニックブランドのDr. Bronner’sと協力し
て、オーガニックであるだけでなく再生農業の原
則に則った製品を紹介する新しい認証を作成しま
した。Patagonia Provisions (同社の食品ブラン
ド)が提携する農場は、土壌の健全性(炭素を吸収
して土壌を改善する方法を用いる)、動物福祉、
農場労働者の公正さに関する基準を遵守する必要
があります。こうした取り組みにより、人の健康
と地球環境の両方を配慮した製品作りが可能にな
ります。

同様に、高級服飾ブランドのAnother Tomorrow
も、エコデザインの原則を創業の理念に組み込ん
でいます。創業者のVanessa Barboni Hallikは、
環境や動物に害を与えるものを作らないこと、労
働者には安全な環境と生活に必要な賃金を与える
ことなど、ブランドとしての厳しい原則を掲げて
います。この条件を満たすために、環境への影響
が少ない4つの素材のみを使用しています。

Avery Dennisonのエコデザイン

CupClub
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リサイクル性の向上
プラスチックパッケージのリサイクルは、パッ
クに使用されているプラスチック、フィルム、
ラベルの接着剤などの種類が異なるため、複雑
になりがちです。しかし、素材やデザインの革
新により、リサイクルが容易になってきていま
す。

その解決策の一つがモノマテリアルです。同じ
素材でパッケージを作ることで、使用後のパッ
ケージを簡単にリサイクルすることができま
す。家庭用洗剤ブランドSploshでは、プラス
チック製のグリーンパウチに入った詰め替え用
製品を顧客に提供しています。家庭用洗剤や
ホームケアブランドで使用されているプラス
チックのボトルは通常ダウンサイクルされます
が、Sploshのパウチはモノマテリアルであるた
め、新しい製品に変えることができます。「新
しいリサイクル製品は、元のパウチの色を維持
するので、原材料よりも高い価値があります」
とSploshの創業者であるAngus Grahameは述べ
ています。これは、リサイクルの経済性に変革
を起こすものです」

使用済みプラスチックを機械的に粉砕するので
はなく、熱や圧力、溶剤を用いて分解するケミ
カルリサイクルは、使用済み樹脂(PCR)からバ
ージンPPと同等の構造を持つ再生ポリプロピ
レン(rPP)を製造するというルートを提供しま
す。Unileverは、石油化学メーカーのSABICと
のコラボレーションで、rPPの可能性を示しま
した。2019年には、ケミカルリサイクルを利用
して食品用rPPからMagnumのアイスクリームポ
ットを作成しました。当初は3つの市場で60万
個のタブを発売しましたが、現在はヨーロッパ
の市場で700万個のタブを展開しており、2021
年中にはグローバル展開を予定しています。ま
た、Avery Dennisonは、SABICと協力して史上
初のrPPラベルを作成しました。このラベルは食
品用に認可されており、一般的なPPラベルに代
わるサステナブルな製品です。

デジタルID技術も、リサイクル性を高めるため
の前途有望な手段です。材料や製品にデジタル
IDを付与することで、企業はリサイクルの過程
で材料を追跡して、材料が正しいリサイクル施
設に転用されていることを確認することができ
るため、より多くの回収が可能となります。

Floating Farm

オランダの乳製品生産者であるFloating 
Farmは、サステナブルな都市農業を目
指して、水上に浮かぶ船上で酪農を行っ
ています。PETパッケージのリサイクル
を促進するため、CleanFlaketm技術を
採用し、標準的なPEラベルから切り替
えました。これにより、リサイクルの過
程でラベルを分離でき、その結果、純粋
なPETフレークが得られ、食品に安全な
用途に再加工することができます。

また、パッケージのラベルには強粘着のシール
が使用されていることが多く、これがパッケー
ジを汚染し、リサイクル性を低下させているこ
ともリサイクルの障害となっています。しか
し、フィルムや接着剤の進歩により、これらの
障害がリサイクルを可能にする機会へと変わ
りつつあります。オランダの乳製品ブランド
Floating Farmは、サステナブルな都市型農場
としての理念に沿ったパッケージを実現するた
め、Avery DennisonのCleanFlaketm技術を採用
しました。PET容器のリサイクルを可能にするた
め、標準的なPEラベルからCleanFlake™️を使用
したラベルに変更しました。また粘着剤が容易
に剥離するため、リサイクルの際にはラベルが
剥がれ、純粋なPETフレークとなり、食品用の再
生PETに加工することができます。

PETは、何度でもリサイクルできるプラスチッ
クで、回収率も比較的高いものです。NAPCOR
によると、米国ではPETの回収率は過去10年間
29%で横ばいとなっており、EUでは平均58.2%
となっています。同じくパッケージ用のプラス
チックであるポリプロピレン(PP)のリサイクル率
はわずか3%です。しかし、新しいリサイクル方
法とインフラ整備により、将来的には素材のリ
サイクル性が向上し、リサイクル可能なプラス
チックが拡大することが期待されています。

ブランドはリサイクルの対象を拡大し、リサ
イクル性をアピールの一部とするリターンシ
ステムや斬新な製品を生み出しています。

Floating Farm、ロッテルダム

Floating Farm, Rotterdam
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https://www.plasticstoday.com/packaging/us-pet-bottle-recycling-rate-dips-2019-according-napcor-report
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ULTRABOOST DNA LOOP by adidas

カーボンラベリング
多くの消費者は、環境に配慮した選択をす
るために何から始めてよいのかわかりませ
ん。Futerraの調査では、アメリカとイギリス
の消費者の88%が、ブランドが日常生活の中
でより環境に優しい活動を支援することを望
んでいると回答しました。炭素排出量は、製
品が環境に与える影響を消費者に理解しても
らうための指標の一つであり、消費者がより
配慮した選択ができるように、製品に炭素ラ
ベルを付けているブランドもあります。

食品業界では、レストランやパッケージ済み
商品のブランドがカーボンフットプリント
のラベルを付けたり、気候に配慮した食生
活を優先するなど、カーボン意識（炭素排
出量への意識を高めること）を推進してい
ます。CO2排出量の削減を目指すブランドに
対して、WEFは、食品廃棄物の削減、給餌
の改善、低濃度の肥料の使用を増やすこと
で、25%の排出を回避できると提案していま
す。Cool Food Pledgeは、世界資源研究所に
よるプラットフォームで、食品メーカーが自
社のメニューや製品における現在の気候変動
への影響を追跡し、より影響度の低い食事や
レシピの新たな開発を支援します。

Cool Food Pledgeが水面下で活動している一
方で、アメリカのファストカジュアルチェーン
Just Saladsやスウェーデンのスーパーマーケッ
トFelixなどの食品ブランドは、カーボンラベル
を消費者に届けています。Just Saladsは、メニ
ュー全体に炭素排出量を表示した米国初のレス
トランであり、Felixは独立店Climate Storeをオ
ープンし、そこでは各製品が炭素排出量に応じ
て価格設定されています。 

カーボンを意識することは、他の分野にも広が
っています。化粧品ブランドの中には、製品や
パッケージのカーボンニュートラル性をアピー
ルすることで、サステナビリティを証明してい
るところもあります。男性用スキンケアブラン
ドBulldogは、その代表的な製品であるOriginal 
Moisturiserがカーボンニュートラル認証を取
得したことを発表しました。パッケージに貼
られた公式ラベルは、製品の抽出、加工、パッ
ケージのカーボンフットプリントがすべて相殺
されていることを意味します。パッケージ自体
にサトウキビ由来のバイオプラスチックを使用
することで、排出量を19%削減しています。
炭素排出量を靴底に直接表示しているフット
ウェアブランドAllbirdsの共同CEOであるJoey 
Zwillingerは「食品パッケージに貼られた成分表
示シールのように、カーボンフットプリントラ
ベルが普及する日が来る」と予測しています。 

しかし、生産過程でに炭素を排出する関係者が
複数いることを考えると、炭素を測定するのは
容易なことではありません。Zwillingerが予測す
るようにカーボンラベルを普及させるには、サ
プライチェーンの監視を強化する必要がありま
す。Avery Dennisonのatma.ioのコネクテッドプ
ロダクトプラットフォームのような技術は、製
品に固有のデジタルIDを割り当て、エンドツー
エンドのプラットフォームに保存することで、
ブランドは個品レベルでカーボンフットプリン
トを把握できるようになります。デジタルID技
術を使用することで、企業は商品の生産サイク
ル全体を追跡し、サプライチェーンを通過する
二酸化炭素排出量を動的に計算し、また静的な
計算以上にカーボンフットプリントに関する洞
察を提供することができます。

adidas and atma.io
 
Avery Dennisonのatma.ioのコネクテッドプ
ロダクトプラットフォームは、世界的なスポ
ーツウェアブランドであるadidasの循環性
と、消費者と製品間のユニークなインタラク
ションを実現しています。

「adidasは、製品を買い戻し、製品に新たな
機会を与える能力を拡大するために、atma.
ioのコネクテッドプロダクトプラットフォ
ームをInfinite Playイニシアチブに統合し
ました」と、adidasのBrand Sustainability 
Global DirectorであるDavid Quassは述べて
います。「当社のコネクテッドプロダクトの
ビジョンとサステナビリティの目標を達成す
るために、atma.ioとAvery Dennisonと一緒
に実現したいと考えているユースケースは数
多く存在しますが、その中でも最初プログラ
ムです」
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アパレル製品の寿命延長
サステナビリティを重視する消費者からのプレ
ッシャーを受けて、ファッション業界はアパレ
ルの意味と価値を再考し、技術を利用して廃棄
物を減らし、衣料品の寿命を延ばしています。

Wall Street Journalによると、世界では毎年
800億着もの新しい衣料品が消費されており、
ファッション業界は常に新しいものを追い求め
ています。しかし、デザイナーのChristopher 
Raeburnは、システム全体を見直す必要があると
考えています。彼が立ち上げたRaefoundは、彼
自身が調達した古い未使用のミリタリーウェア
やアクセサリーを季節にとらわれずに販売する
もので、その価値はRaeburnの個人的なキュレー
ションにあります。そのタグラインは「Nothing 
new, nothing wasted (新しいものも、無駄なも
のもない)」です。物をたくさん作ることは、私
たちが直面している環境危機の解決策ではあり
ません」と彼は話しています。「[衣料品の]生
産と廃棄物との関係をもっとよく考える必要が
あります。」

デザイナーのPriya Ahluwaliaも同様の理念を持
っており、デッドストックとなった生地や古着
に新たな命を吹き込み、再利用してメンズコレ
クションを制作しています。このアプローチに
よる洞察をお客様に提供するため、Ahluwalia
はGlobal Fashion AgendaのCFS+期間中に
Avery Dennisonと提携し、SS21コレクション
からセーターを選び、そのセーターの過去、現
在、未来を徹底的に追求したオーダーメイドの
デジタルIDラベルを制作しました。そのラベル
をスキャンすることで、その素材がどこから調
達されたのか、寿命を延ばすための手入れ方法
や、責任を持って廃棄する方法を知ることがで
きるのです。香港のブランドThe R Collective
は、Levi’sとのコラボレーションにより、アップ
サイクルウェア向けに同様のデジタルIDラベル
を作成しました。アップサイクルされたデニム
には、Avery Dennison製のラベルが貼られてお
り、衣料品を長持ちさせるための手入れ方法や
リサイクルのヒントを提供します。

rCollective

コネクテッドウェアを作ることは、ブランドが
消費者に情報を提供できるようになるだけでな
く、消費者は衣料品をより長く循環させ、循環
型ファッションシステムを構築する鍵となりま
す。デジタルリサイクルショップのThredUp
は、2019年から2021年の間にオンライン中古
市場が69%成長すると予測しています。 adidas
のInfinite Playプログラムは、ブランドが再利
用を促進する方法の一例です。このプログラム
は、adidasのウェア、シューズ、アクセサリー
の所有者が、製品をブランドに返却すること
で、修理して再び販売したり、修理不可能な場
合はリサイクルができるものです。サステナビ
リティや廃棄物問題に対し、製品とデジタルで
つながり、その使用状況、どこから来てどこへ
行くのか、現在の状態などのデータを追跡する
ことで、より効率的でサステナブルなサプライ
チェーンを促進することができます」とAvery 
Dennison SmartracのConnected Products VP
であるMax Winogradは説明します。
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未来

多くの政府や企業が廃棄物ゼロの未来を目指すこ
とで、廃棄物を減らし、サステナブルな影響を高
め、循環性を拡大させる新素材や技術、システム
への投資が高まります。
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バイオ技術のパイオニアであるBolt Threadsは、ファッションブランド
と協力して、菌糸をベースに開発した動物の革に代わるレザー、Myloの
生産を拡大しています。

デザインスタジオPriestmanGoodeは、6社のパートナーと協力して、Piñatexやカカオの副産物など、生分解性または再利用可能な素材を使った弁当容器を作りました。 

バイオミミクリー(生物模倣)素材
製造業で廃棄物ゼロを達成するには、複数のア
プローチが必要です。既存の素材をリサイクル
することは重要ですが、デザイナーの多くは、
資源が栽培、使用、分解されてシステムに戻
り、新たに再生されるという自然のサイクルを
模倣した新しい素材を研究しています。

藻類は、生分解性があり、食用に適しており、
豊富に存在することから、有望な素材です。世
界で最も早く成長する生物の一つとして、世界
中の海で常に再生しています。テイクアウトサ
ービスのJust Eatは、パッケージメーカーの
Notplaと協力して、テイクアウトサービスで藻
類を有効に活用する方法について模索していま
す。2019年には、ケチャップとマヨネーズを、
コンポスト容器内で溶ける海藻ベースの小袋に
入れて提供するプログラムを試験的に開始しま
した。2020年には、持ち帰り用の紙箱に海藻や
植物由来のコーティングを施し、耐水性や耐油
性を持たせたNotplaボックスの実験を行いまし
た。このコーティングにより、リサイクルや家
庭でのコンポスト処理が可能になります。

デザイナーたちは、ファッションでも藻類の利
用を試みています。ニューヨークで活躍するデ
ザイナー、Charlotte McCurdyは、海藻から抽
出したバイオポリマーのみを使用した防水ジャ
ケットを制作しました。このバイオプラスチッ
クは、素材である藻類が自然に炭素を回収する
ため、カーボンネガティブであると説明してい
ます。「[このレインコート]によって、気候変
動に対抗できる素材への道筋が示されます」と
彼女は話します。

菌類の根である「菌糸」も、成長の早い素材
として人気が高まっています。素材技術の会
社であるBolt Threadsは現在、adidasやStella 
McCartneyなどのブランドのコンソーシアム
と協力して、菌糸を使ったレザーであるMyloを
一般に広めています。ヴィーガンレザーの利点
は、栽培から収穫が2週間以内でできることで
す。その後、タンニンなめしやエンボス加工を
施して革のように仕上げます。

また、食品廃棄物や食品業界の副産物を利用
して新しい素材を作る試みも行われていま
す。Tômtexは、ベトナム人デザイナーUyen 
Tranによる、革に代わる柔軟なバイオ素材で
す。廃棄された甲殻類の殻とコーヒーかすで作
られたこの繊維は、エンボス加工を施すことが
でき、本物のレザーと同等の耐久性を持ち合わ
せています。また、地中に埋められることがあ
っても、生分解性を持っているため問題ありま
せん。同様に、デザイン会社のPriestmanGoode
は、素材デザイナーと協力して、耐久性があ
り、環境に優しい様々な製品を作ることで、使
い捨てできるテイクアウト用パッケージの未来
を描いています。産業用チョコレートの製造過
程で発生するカカオの廃棄物を利用したもの
や、パイナップルを収穫する際に出るパイナッ
プルの葉の繊維を利用したPiñatexと呼ばれる素
材があります。
これらはいずれも実験段階ですが、設計によっ
て自然の循環リズムを模倣した未来の素材のビ
ジョンを示しています。

既存の素材をリサイクルすることは重
要ですが、多くのデザイナーは、自然
のサイクルを模倣した新しい素材を研
究しています。
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化粧品・ウェルネスブランドのHaeckelsは、自社で栽培したテングサを注文に応じて育てる、廃棄物ゼロのアイマスクを発売しました。

ライフサイクルの可視化
廃棄物を減らすためには、サプライチェーン
上のどこで廃棄物が発生しているかを知る必
要があります。新しいデジタルプラットフォ
ームとテクノロジーがサプライチェーンの透
明性を高め、より循環性のあるシステムを可
能にしています。これらのテクノロジーは、
原材料を追跡し、廃棄を未然に防ぎ、消費後
のリサイクルを改善し、また、製品を判断す
るための新しい価値観を生み出す能力を約束
します。

電子透かしは、パッケージの廃棄物を最小
限に抑えることを目的とした有望な技術で
す。European Brands Association (AIM)によ
るHoly Grailプロジェクトでは、パッケージ
のサプライチェーンに関わる企業が、Avery 
Dennisonを含めて85社以上集まり、電子透か
しを使用することでより高いリサイクル率を
実現します。使用済みプラスチックの最大の
問題点は、効果的に選別できない点にありま
す。しかし、パッケージに(人間の目には)見え
ない層として存在する電子透かしがあれば、
カメラでスキャンすることで、パッケージを
インテリジェントオブジェクトに変身させる
ことができます。「透かしがあれば、リサイ
クル業者は適切なリサイクルの選別ができる
ようになります」とPeña Herronは説明しま
す。つまり、適切な種類のポリマーが一緒に
リサイクルされるため、リサイクルされる素
材の品質が向上するのです。

プラスチックを追跡し、より効率的に分類す
ることは、廃棄物を減らすための1つの方法で
すが、製品をデジタル化することで在庫管理
の精度が高まり、最初から廃棄物をゼロにす
ることができます。”消費期限や複雑なパッケ
ージにより過剰な廃棄物が発生する化粧品業
界では、RFID技術を用いて製品のデジタルID
を作成することで、世界で年間1,200億個以上
のパッケージを生産する業界に可視性と新た
な効率性を提供することができます。”

Avery Dennisonは、化粧品業界で培った経験
を通して、廃棄物の管理において、過剰生産
が深刻な問題であることに気付きました。あ
る化粧品小売業者では、季節外れや消費期限
切れという理由から、在庫の20〜30%が販売
不可の状態になっていました。マスカラなど
のアイメイク用品には消費期限があり(開封
後3ヶ月程度のものもある)、その廃棄方法は
複雑です。また、化粧品は、サプライチェー
ン内のどこかで失われ、結果としてグレーマ
ーケットに流されることもあり、こうした現
状も過剰生産を引き起こす一因となっていま
す。デジタルIDを使用することで、ブランド
はサプライチェーン全体で製品を把握するこ
とができ、グレーマーケットへの横流しや無
駄な生産を防ぐことができます。

ライフサイクルを可視化することで、企業は
製品だけでなく、原材料も追跡することがで
き、ビジネスにおける廃棄物のフットプリン
トをより包括的に把握することができます。
コネクテッドプロダクトプラットフォーム
atma.ioは、製品に加えて原材料を追跡するこ
とができるため、ブランドと消費者の双方が
製品の環境への影響を理解することができ、
よりサステナブルなサプライチェーンと消費
を促進することができます。実際、消費者が
製品のライフサイクル全体を見ることができ
れば、その製品に対する購入の意思決定が変
わるかもしれません。「例えば、カーボンフ
ットプリントに基づいてどの製品を購入する
かなど、消費者がよりエコロジーを意識した
意思決定をする上で役立ちます」とWinograd
は話します。「それは、アイテムレベルでの
可視性とインテリジェンスを作り出す、とい
うことです」

製品をデジタル化することで、より精
度の高い在庫管理を行い、最初から無
駄を省くことができます。
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循環型エコシステム
大規模な循環型社会を実現するためには、製品
の設計、包装、生産、消費者、そして使用済み
製品の処分に至るまで、サプライチェーンのす
べての段階で、複数のステークホルダーの賛同
と協力が必要です。アパレル業界では、新しい
コンソーシアムやコラボレーションが、生産の
ループを循環させる構想を提供しています。

 

スウェーデンのRenewcellは、同国に建設を予
定しているリサイクル工場において、ヴィン
テージショップチェーンのBeyond Retroがサ
プライヤーとして協力する方針を発表しまし
た。Beyond Retroは、中古品として販売でき
なかった3万トンの古いジーンズとコットンを
供給する予定です。その後、Renewcellは独自
の技術を用いて、リサイクルコットンを使用し
た新しい繊維Circuloseを作ります。Circulose
はバージングレードの繊維で、すでにLevi’sや
H&Mなどのブランドが既存の製造エコシステ
ムの中で使用していますが、現在は一部の使用
にとどまっています。今回のBeyond Retroと
の新たなパートナーシップにより、Renewcell
は産業レベルで繊維から繊維へのリサイクルを
提供できるようになります。

さらに一歩進んだコラボレーションとして、EU
が出資するコンソーシアムThe New Cotton 
Projectは、循環型ファッションの可能性を大
規模に証明しようとしています。コンソーシア
ムには、12のブランド、学識経験者、メーカ
ー、繊維リサイクル会社、廃棄物処理会社など
が参加しています。フィンランドのバイオ技術
企業であるInfinited Fibreは、3年間のプロジ
ェクト期間中に、化学的にリサイクルされたセ
ルロース繊維をH&Mグループとadidasに提供
し、それらの繊維は衣料品ラインで使用される
予定です。この2つのブランドは市場で競合関
係にあるにもかかわらず、新しいイノベーショ
ンへの投資において協力するという決定は、広
いレベルでの循環性の実現を象徴しています。
「ケミカルリサイクルなどを軌道に乗せるた
めには、1つのブランドだけではなく、複数
のブランドの協力が必要だということに気付
きました」と、Fashion for GoodのKathleen 
Rademanは話します。

これらの例はファッション業界に特化したもの
ですが、大量消費によって生み出される膨大な
量の廃棄物に対処するために、さまざまな業界
で起こっている動きを示す代表的な例です。業
界を超えた協調的なアプローチでイノベーショ
ンを起こし、循環型エコシステムを構築するた
めの新たなパートナーシップを締結すること
が、廃棄物ゼロの未来の鍵となります。「皆が
協力する必要があります」と、Avery Dennison
のGroen in ‘t Woutは同意しています。廃棄物
は、Avery Dennisonの問題でも、ブランドオ
ーナーの問題でもありません。「これは皆の問
題であり、皆で解決していかなければなりませ
ん。極めて重要です」

H&Mの透明性の高いLooopストアでは、衣料品がリサイクルされる様子を外部から見ることができ、店舗環境を劇場型のサービス主導の空間として位置づけています。
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廃棄物を減らすこともなくすこともできる世
界を実現するには、課題に応じた様々なア
プローチが必要です。「万能なソリューシ
ョンは存在しません」とAvery Dennisonの
Manager of Global SustainabilityであるTyler 
Chaffoは述べています。代わりに、各業界
は、使用する素材、環境への影響、サプライ
チェーン上のどこで廃棄物が発生するか、最
もサステナブルな結果を得るためにはどこで
廃棄物をなくすことができるか、などを計算
する必要があります。 
 
廃棄物ゼロの未来を構築するために、企業は
次のことを考慮しなければなりません。

重要なポイント
→ 廃棄物の削減は、ブランド、サプライヤ

ー、メーカー、そして消費者が一体となっ
て取り組む必要があります。 どの企業も単
独では問題を解決できないので、競合他社
と協力してイノベーションに投資すること
で、システムの変革を促進することができ
ます。

→ 将来的には、使用される素材から完全なリ
サイクル性まで、製品のライフサイクル全
体の分析に基づいて評価されるようになる
でしょう。

→ デジタルIDやRFIDなどの技術を活用するこ
とで、前例のないレベルでサプライチェー
ンの可視化が可能になります。原材料や在
庫を追跡することで、企業はより効率的な
生産を決定し、避けられない廃棄物を追跡
してシステムに戻すことができ、真の循環
型経済を促進することができます。

→ 最初から無駄を省くためには、エコデザイン
が不可欠です。 これは、製品やパッケージが
環境に与える影響だけでなく、経済的、社会
的な影響も考慮することを意味します。

→ 廃棄物は必ずしもネガティブなものではあり
ません。 新しい製品を生み出すための貴重な
資源として廃棄物を捉え直し、地球からバー
ジン原料を取り出さないようにすることで、
廃棄物のない世界を作ることはできないので
しょうか？

→ 廃棄物削減の戦略において、リサイクルは非
常に重要な要素です。 企業は、自社製品のリ
サイクル性を高めるために投資を行うだけで
なく、効果的なリサイクル方法を消費者に伝
えることも必要です。

→ 廃棄物に関する法律を制定する流れは、今後
ますます高まっていくでしょう。不要な廃棄
物をなくす方法や、使用済み製品に対するソ
リューションを定めない限り、企業は、近い
将来、淘汰される恐れがあります。 
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食品および飲料

植林を行い、風力発電に切り替え、使用済みの穀物をグリーンガスに変えることで、BrewDogは世界初のカーボンネガティブなビール事業を実現しました。

→ 食品廃棄物は、循環型社会を実現する
ための最良の機会の一つです。食品製
造の副産物は、食品業界内で新しい製
品を生み出すだけでなく、他の産業の
素材源としても利用できます。

→ 食品や飲料のパッケージについては、
耐久性や寿命と、リサイクル性やサス
テナビリティとのバランスを考慮して
決定する必要があります。企業は、リ
サイクルの過程で、パッケージに使用
されている素材、接着剤、フィルムが
互いに補完し合っているかどうかを考
慮しなければなりません。

→ 消費者は、より環境に優しい選択を求
めています。カーボンラベルがあれ
ば、ブランドはより負荷の少ない食品
や飲料を作ることができ、また、消費
者は食品廃棄による環境への影響を理
解する機会を得ることができます。
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アパレル

BurberryはWeChatと協力して、ゲーム、ソーシャルメディア、Eコマースを実店舗に統合したソーシャル小売ショッピングコンセプトを深?で立ち上げました。

化粧品

→ 循環型の新しいモデルが消費者の間で
盛り上がりを見せており、特に衣料品
に関してはその傾向が顕著に見られま
す。再販や古着の人気は、アパレルの
寿命を延ばし、循環ループ内により長
く留める機会でもあります。

→ 衣料品のラベルに埋め込まれたデジタ
ルIDは、顧客とブランドの間に学びと
なるタッチポイントを提供します。ブ
ランドはこのラベルを利用して、トレ
ーサビリティや原産地に関するストー
リーを提供するだけでなく、衣料品の
手入れ方法や責任あるリサイクル方法
のガイダンスを提供することができま
す。これはアパレル業界で最も急成長
しているモデルの一つでもあります。

→ アパレル業界が一丸となって繊維から
繊維へのリサイクルソリューションを
模索する姿は、循環型社会を実現する
ための青写真となります。マテリアル
イノベーションへの投資に協力するこ
とは、新しい循環型エコシステムを構
築する一つの方法です。

→ 化粧品は保存期間が限られており、ま
たグレーマーケットの問題もあるた
め、サプライチェーン全体を監視する
ことがより重要になっています。化粧
品の在庫を追跡することができれば、
ブランドは埋め合わせによる廃棄物を
抑えることができ、転用や、その結果
発生する廃棄物をなくすことができま
す。

→ 化粧品のパッケージは多層構造になっ
ているため、リサイクルが困難です。
詰め替え可能なパッケージ、リターナ
ブルループ、リサイクルが容易なモノ
マテリアルをパッケージなどに使用す
ることで、サステナビリティへの道が
開かれます。

→ 詰め替えができないパッケージは、カ
ーボンニュートラル、あるいはカーボ
ンポジティブと言えるでしょうか？消
費者がカーボンフットプリントを購入
の判断材料とするケースが増えていま
す。先進的な化粧品ブランドは、すで
にカーボンを利用してサステナビリテ
ィをアピールしています。
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素材

VTT Technical Research Centreの科学者とのコラボレーションにより、フィンランドのデザイン会社AivanのヘッドフォンKorvaaは、微生物によって育てられた素材を使用しています。

→ プラスチックに対する認識が不足して
います。ブランドは、プラスチックや
バイオプラスチックの使用がパッケー
ジの最適なソリューションになる理由
を消費者に伝えなければなりません。
例えば、Bulldogでは、排出量削減の一
環としてバイオプラスチック製のパッ
ケージを使用している理由を説明して
います。

→ 原料のトレースが可能になることで、
リサイクルがより効率的になります。
異なるポリマーを一緒に分類すること
ができれば、リサイクル素材の品質や
耐久性を高めることができます。

→ 未来の素材のイノベーションは、自然
のサイクルからヒントを得て行われま
す。再生可能な素材を作り、それを使
用し、また廃棄されたときにはシステ
ムにフィードバックして、サプライチ
ェーンに再投入することはできないの
でしょうか？
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注目のエキスパート

Tyler Chaffo 
Manager of Global Sustainability 
Smartrac, Avery Dennison

Rob Groen in ‘t Wout 
Marketing Manager Films 
Labels and Packaging Materials,  
Avery Dennison

Mariya Nedelcheva 
Product Manager Films 
Labels and Packaging Materials,  
Avery Dennison

Flor Peña Herron 
Sustainability Project Leader 
Labels and Packaging Materials, 
Avery Dennison

Max Winograd 
Co-Founder, atma.io 
Vice-President, Connected Products 
Smartrac, Avery Dennison

エイブリィ・デニソン(NYSE: AVY)は、多種多様なラベル材料や機能性材料
の設計・製造に特化したグローバルなマテリアルサイエンス企業です。当社
の製品は、ほぼすべての主要産業で使用されており、ラベルやグラフィッ
ク分野に適用される感圧粘着ラベル材料をはじめ、産業、医療、消費財分野
に適用される工業テープ及び各種ボンディングソリューションや、衣料品に
適用させるラベルやパッケージ、小売分野にサービスを提供するRFIDソリ
ューションを提供しています。カリフォルニア州グレンデールに本社を置
き、50カ国以上で32,000名以上の従業員が働いています。2020年には売上
70億ドルを達成しました。詳細はaverydennison.comをご覧ください。

The Future Laboratoryは、世界でも有数の戦略的フォーサイトコンサルテ
ィング会社です。明日の経済的、環境的、技術的、社会的な成長をもたらす
今日の意思決定に自信を持たせることで、企業がより良い未来を築けるよう
支援することを目指しています。The Future Laboratoryは、ロンドンとメ
ルボルンにオフィスを構え、クライアントが市場動向を把握し、新たな消費
者ニーズに適応し、競合他社よりも優位に立つことができるよう、様々な
戦略的フォーサイト製品やサービスを提供しています。最新の消費者動向や
市場の変化を把握するには、トレンドインテリジェンスプラットフォーム
であるlsnglobal.comをご覧ください。また、クライアント事業については
thefuturelaboratory.comをご覧ください。

デジタルIDエキスパートへのお問い合わせ

マテリアルエキスパートへのお問い合わせ

Avery Dennison

The Future Laboratory

イラスト：Muti – Folio Art

https://www.linkedin.com/in/tyler-chaffo-6645389/
https://www.linkedin.com/in/rob-groen-in-t-wout-22373214/
https://www.linkedin.com/in/mariyanedelcheva/
https://www.linkedin.com/in/florpe%C3%B1aherron/
https://www.linkedin.com/in/maxwinograd/
http://averydennison.com
http://lsnglobal.com
http://thefuturelaboratory.com
https://rfid.averydennison.com/en/home/contact.html
https://rfid.averydennison.com/jp/home/contact.html
https://rfid.averydennison.com/jp/home/contact.html
https://label.averydennison.com/eu/en/home/contact-us/contact-us-general.html
http://www.averydennison.jp/contact/

